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ロ
ー
マ
に
行
く
最
大
の
魅
力
は
短
期
間
で
多
く
の
教
会
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
祭
壇
、

天
井
画
、
そ
し
て
側
廊
に
あ
る
絵
画
、
彫
刻…

…

ど
れ
も
美
術
館
の
作
品
以
上
の
芸
術
品
で
あ

る
。
昨
年
十
二
月
に
神
社
・
寺
の
国
か
ら
モ
ス
ク
の
国
の
飛
行
機
で
教
会
の
国
へ
と
向
か
い
、

三
十
近
く
の
教
会
を
巡
っ
た
。 

 

昨
年
は
ち
ょ
う
ど
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
聖
年
）
だ
っ
た
。
こ
れ
は
一
三
〇
〇
年
に
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ

テ
ィ
ウ
ス
八
世
が
始
め
、
当
初
は
五
十
年
に
一
回
の
行
事
だ
っ
た
が
、
百
年
後
に
は
二
十
五
年

に
一
回
に
変
わ
り
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
前
教
皇
は
二
〇
一
五
年
に
も
行
っ
た
。
聖

年
は
、
表
向
き
は
信
者
が
ロ
ー
マ
に
詣
で
て
神
の
許
し
を
求
め
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
ボ
ニ
フ
ァ

テ
ィ
ウ
ス
は
ロ
ー
マ
に
信
者
が
来
れ
ば
教
皇
庁
の
財
政
が
潤
う
と
考
え
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

聖
年
の
開
始
と
共
に
教
皇
は
大
聖
堂
の
聖
な
る
扉
を
開
け
、
許
し
を
求
め
る
人
々
は
そ
の

開
い
た
扉
を
通
っ
て
聖
堂
に
入
る
。
二
十
五
年
に
一
回
し
か
開
か
な
い
、
じ
ゃ
あ
次
は
二
〇
五

〇
年
だ
、
生
き
て
い
た
と
し
て
も
ロ
ー
マ
に
行
く
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
中
世
か
ら
続
く
行

事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
今
回
も
実
際
に
体
験
し
た
い
と
思
い
総
て
の
大
聖
堂
に
出
向
い

た
。
周
り
を
見
た
感
じ
で
は
、
物
見
遊
山
的
な
人
も
い
た
。 

 

サ
ン
＝
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
前
の
広
場
で
は
、
十
二
月
二
十
日
に
聖
年
最
後
の
土
曜
日
の
教

皇
謁
見
が
あ
っ
た
。「
最
後
の
」
と
聞
く
と
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
働
き
、

こ
れ
に
参
加
し
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
各
地
の
教
会
か
ら
集
団
で
参
加
し
て
い
た
信
者
が

多
く
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

教
皇
が
白
い
専
用
車
で
参
加
者
の
間
を
回
る
と
、
「
パ
パ
、
パ
パ
」
の
声
と
と
も
に
一
斉
に

ス
マ
ホ
が
か
ざ
さ
れ
た
。
謁
見
は
ほ
と
ん
ど
イ
タ
リ
ア
語
で
話
が
続
き
、
最
後
の
方
に
英
語
に

変
わ
っ
た
。
そ
し
て
「
特
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
人
に
祝
福
を
」
と
言
う
と
、
ア
メ
リ
カ
人
は

大
興
奮
だ
っ
た
。
話
の
中
で
は
何
回
もlabor

と
い
う
語
を
使
い
「
希
望
は
生
み
出
す
も
の
」

と
繰
り
返
し
て
い
た
。
神
社
・
寺
の
国
の
人
も
モ
ス
ク
の
国
の
人
も
皆
そ
う
だ
と
思
っ
た
だ
ろ

う
。 前

教
皇
の
人
気
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
Ｓ
．
Ｍ
．
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
内
の
お
墓
の
前
は

交
通
整
理
が
必
要
だ
っ
た
。 


